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〔(社) 日 本家政 学 会

乳 幼 児 衣 料 の 表 示 に 関 す る 諸 問 題 と 着 衣 実 態 に つ い て の 研 究 （ 第2 報 ）

一　 表 示 の 認 識 に つ い て　 一

文 化 女 大　 三 吉 満 智 子　　 甲 南 女 大　 木 岡 悦 子　　 大 妻 女 大 人 間 生 科 研

○ 布 施 谷 節 子　　 静 岡 大　 大 村 知 子　　 東 海 学 園 女 短 大　 辻　 啓 子

相 模 女 大　 永 井 房 子　　 椙 山 女 学 園 大　 中 保 淑 子　　 京 都 女 大　 福 井 弥 生

目 的　 衣 料 表 示 に つ い て は 内 容 の 的 確 性 はも ち ろ ん の こ と 。 消 費 者 の 理 解 の し や す さ 、 活 用 の し

や す さ が 重 要 な 問 題 と な る 。 殊 に 。 乳 幼 児 衣 料 に つ い て は 表 示 ラ ベ ル が 皮 膚 に 与 え る 刺 激 や 。 洗

濯 の 耐 久 性 や 。 購 入 ・ 選 択 が 着 用 者 本 人 で は な く 主 と し て 母 親 で あ る 点 に 特 異 性 が あ る 。 そ こ で

本 報 で は 母 親 が 表 示 を ど の よ う に 認 識 し 。 活 用 し て い る か を 知 り 。 今 日 の 乳 幼 児 衣 料 の 表 示 に か

か わ る 諸 問 題 を 明 ら か に す る'こ と を 目 的 と す る 。

方 法　 資 料 は 第 １ 報 と 同 じ 質 問 紙 調 査 に よ っ て 得 ら れ た も の で あ る 。 調 査 対 象 者 一 家 族 に お け る

子 ど も の 数 は 平 均iiH) 1 .72人 で あ り 、 出 生 順 位 は 第1 子 が 約47 ％, 第 ２ 子 ま で で 約86 ％ を 占 め て い

る 。 本 報 で は 全 質 問 調 査 項 目 の 中 か ら 表 示 に か か わ る14 項 目 を 取 り 上 げ て 。 性 別 ・ 月 齢 群 別 ・ 出

生 順 位 別 の 検 討 と 併 せ て 成 人 衣 料 の 表 示 に つ い て の 調 査 結 果 と 比 較 を 行 っ た 。

結 果　 ① サ イ ズ 表 示 に 対 す る 母 親 の 認 識 は 高 く 、 産 後 ま で に は ほ ぼ 全 員 が 認 識 し 、 そ の 申 で90%

以 上 が 正 確 に 認 識 し て い た 。　 ② 身 長 単 一 表 示 よ り 身 長 を 含 む ２ 項 目 の 組 み 合 わ せ 表 示 を 望 む 割

合 が 高 く 、 殊 に 乳 児 期 後 半 で 過 半 数 を 超 え た 。 さ ら に 出 生 順 位 が 第1 子 の 場 合 は こ の 傾 向 が よ り

顕 著 で あ っ た 。　 ③ 表 示 ラ ベ ル の 問 題 点 は ラ ベ ル の 位 置 と 材 質 に 集 約 さ れ た 。 問 題 意 識 は 第1 子

よ り 第 ２ 子 以 降 の 子 ど も をも つ 母 親 の 方 が 高 い 傾 向 だ っ た 。　 ④ 洗 濯 や ア イ ロ ン が け の 際 の 取 り

扱 い 絵 表 示 ・ 組 成 表 示 に 対 す る 信 頼 度 は 約50 ％ だっ た 。 表 示 に 依 存 し な い 主 な 理 由 は 常 識 判 断 に

頼 る か ら と い う も の で あ っ た 。
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一着用服種別にみたサイズに関する対応の実態－

文化女大　　 三吉満智子　　　 甲南女大　　 木岡悦子　　 静 岡 大　　○大村知子

東海学園女短大　 辻 啓子　　 相模女大　　 永井房子　　 椙山女学園大　中保淑子

京都女大　　 福 井弥生　　　　大妻女大人間生科研　　 布施谷節子

目的　 乳幼児が本調査時に着用していた被服の実態を服種別、男女別に捉え、それら上衣、下

衣、表着について多用されていた各服種別の使用サイズとその着用期間、大きめのサイズの着用

時対応方法などについて分析をした。それらから消費者のニーズに対応するサイズのありかたや

被服設計に向けてアプロ ーチすることを目的に検討をした。

方法　 調査方法は第１報で示し たとおりであり、資料の概要は第１報・第２ 報のとおりである。

本報告における解析項目は、上衣、下衣、表着の着衣の実態に関する項目とそれらの結果、上位

４位までに出現した服種の使用サイズとその利用の実態に関する項目である。解析は、男女別・

月齢群別に（ 月齢0  ヵ月から12* 月までを４月齢群、13* 月から24 ヵ月までは２月齢群の計６つ

の月齢群に分類）クロ ス集計した。

結果　 着衣の実患は、服種や性別によって月齢群による着用が異なるものが多いが、チョッ キ

は いずれの月齢群においても多く着用されていた。これらの使用サイズの実態からは、いずれ

の服種においても、6  ヵ月児以下でも50､60 の利用は少なく、70 からの使用頻度が多かった。75、

85など（ 所謂ハーフサイズ）の利用者は少なかった。

代表的な服種である シャツ（ 布・ニット ）、長ズボンとカーデガンの購入サイズは、同サイ

ズか１サイズ大きめを購入することが多く、大きめのサイズのものへの対応は、長ズボンは加工

するまたは折って着せるが、カーデガンはそのまま着せるか折って着せる者が多かった。大きく

ても不都合点はないとの回答も多くみられた。
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